２：TMSGクラブ会則　

　前項の定款に沿って設置されるクラブ会則である。US型タイムシェア型住宅における管理組合もしくはバケーションクラブに該当する。流通自由（譲渡自由）を強調した会則案を作成した。特に太字部分を参照して頂きたい。
TMSGクラブ会則

第１章　総則

第１条（名称）

　当クラブは、TMSGクラブと称する。

第２条（事務所）

当クラブは、一般社団法人TMSG（以下「社団」という）の主たる事務所をもって、その事務所とする。

第３条（目的）

　当クラブは、社団の経営にかかるタイムシェア型居住施設の提供を通じて、国民の居住生活の多様化及び余暇活動の充実に資することを目的とする。
第２章　会員

第４条（会員資格）

１　社団の社員の資格を有する者は、当然に、当クラブの正会員となる。

２　当クラブは、社団の社員総会の決議をもって、正会員以外の種類の会員（以下「他種会員」という）を設けることができる。

３　他種会員の資格の取得要件及び施設の利用権限は、社団の社員総会の決議をもって、これを定める。

第５条（会員資格の譲渡）

１　正会員の会員資格は、社員の資格が譲渡された時に、当然に、譲渡されるものとする。

２　他種会員の会員資格の譲渡の可否及び要件は、社団の社員総会の決議をもって、これを定める。

第６条（会員資格の喪失）

　１　正会員は、次の事由がある場合には、その資格を失う。

⑴　社団の社員資格の喪失

⑵　当クラブの解散

２　他種会員の資格の喪失要件は、社団の社員総会の決議をもって、これを定める。
第３章　施設の管理及び利用

第７条（施設の管理等）

１　当クラブの物的施設の維持、管理、改善、並びに人的組織の管理、運営は、社団によって行う。

２　社団の理事会は、前項の業務（以下「クラブ運営業務」という）の適正を期すために、理事会の諮問機関として、各種委員会を設置することができる。

３　各種委員会の目的及び種類は、社団の理事会において、決定する。

４　各種委員会の役員は、委員長１名及び委員若干名とし、これらの役員は、理事又は会員のなかから、社団の理事会の決議に基づき、理事長が選任する。

５　各種委員会の役員は、無報酬とし、その任期は、理事に準ずるものとする。

６　社団の理事会は、各種委員会の全部又は一部を廃止することができ、また理事長は、理事会の決議に基づき、各種委員会の役員を解職することができるものとする。

第４章　施設の利用

第８条（会員による施設の利用）

１　会員は、施設利用規程に従い、当クラブの施設を、利用することができる。

２　会員の施設利用は、家族、友人、その他、会員と縁故のある第三者によって、これを行うことを妨げない。

３　会員は、施設利用の権利（特定の期間のものに限る）を、他に譲渡し、他の同種権利と交換し、その他の方法で、会員と縁故のない第三者に得させることができる。
第９条（会員の施設利用の優先性等）

１　正会員は、他種会員に優先して、当クラブの施設を利用することができる。

２　当クラブの施設は、施設利用規程に従い、会員の施設利用を害しない範囲において、会員以外の者に、利用させることができる。

第10条（利用券の発行）

１　当クラブは、会員の請求がある時は、会員の施設利用の権利（特定の期間のものに限る）を行使するための利用券を発行する。

２　会員の施設利用の権利（特定の期間のものに限る）につき、利用券が発行された時は、その権利の行使は、その権利にかかる利用券によることを要する。

３　会員が、会員の施設利用の権利（特定の期間のものに限る）を他に譲渡する場合には、その権利にかかる利用券によることを要する。

４　利用券によって、施設利用の権利が行使された場合に、当クラブが、これに応じて、その施設利用をさせた時は、これをもって、その施設利用の権利は、消滅するものとする。

第11条（利用の申込と受付）

１　当クラブの施設利用の申込は、１居住区画毎に、○曜日から翌週○曜日までの１週間（以下「単位週間」という）を単位とする。

２　複数の単位週間に跨る施設利用の申込は、その利用を開始する単位週間にかかる施設利用の申込として、取扱うものとする。但し、その利用期間に、施設利用規程において定める繁忙期の単位週間（以下「特別週間」といい、それ以外の単位週間を、「一般週間」という）を含む場合には、その特別期間における利用調整を行うものとする。

３　会員口数が１口による施設利用の申込は、１居住区画を原則とし、所定の予約期間内に、競合する申込のない場合に限って、これを受付けるものとする。

４　正会員の間及び他種会員の間の施設利用の調整は、所定の予約期間において、申込が競合した場合には、一般週間及び特別週間毎に、抽選・その他の同種会員間の平等を害しない方法で、これを行うものとする。

５　当クラブの施設利用の申込及び受付に関する手続の詳細は、施設利用規程をもって、これを定める。

第12条（利用料金等）

１　会員は、施設の利用につき、利用料金を支払うことを要する。

２　会員の利用料金は、施設の居住区画毎に、会員の種別及び利用日数に応じて、これを定め、この金額は、社団の社員総会の決議をもって、改定することができる。

３　会員以外の者が、会員の施設利用の権利をもって、施設を利用する場合には、その利用料金は、会員の場合と同等とする。

４　会員以外の者が、会員の施設利用の権利によらないで、施設を利用する場合の利用料金は、理事会において、これを定める。

５　施設の利用に伴う役務又は物品の対価で、利用料金に属しないものの金額は、理事会において、これを定める。

第13条（施設利用規程）

１　当クラブの施設の利用の詳細は、施設利用規程をもって、これを定める。

２　施設利用規程は、この会則に反しない限度において、社団の理事会において、改定することができる。

３　施設利用規程が改定された時は、書面をもって、全会員に対し、その改定内容を通知する

第５章　その他

第14条（会則の改定）

　この会則は、社団の社員総会の決議をもって、改定することができる。

第15条（会則の解釈）

　この会則に定めのない事項、この会則の規定の解釈に疑義を生じた事項に関しては、社団の理事会の決するところによるものとする。

附則

１　この会則は、社団の設立日から施行する。
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